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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• 対象読者, vii ページ

• 表記法, vii ページ

• Cisco Intercloud Fabricの関連資料, ix ページ

• マニュアルに関するフィードバック, x ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, x ページ

対象読者
本書は、Ciscoソフトウェア、Ciscoソフトウェアアプライアンス、および仮想化インフラストラ
クチャの設定と保守を担当する、データセンターおよびクラウドの管理者を対象としています。

このマニュアルは、次のような経験と知識を持つネットワーク管理者とサーバ管理者を対象とし

ています。

•仮想化の知識。

• Virtual Machine Manager（VMM）ソフトウェアを使用した仮想マシンの作成。

• Cisco Nexus 1000V、VMware vSwitchなどの仮想スイッチの設定。

•サポートされているプロバイダー（Amazon Web Services（AWS）、Microsoft Azure、Cisco
Intercloud Services – V、シスコクラウドサービス、シスコクラウドサービスなど）のパブ
リッククラウドプロバイダーとしての使用についての知識。

表記法
コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。
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説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角カッコで囲んで

示しています。

[x]

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角カッコ内の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択

すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用し
ません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみな
されます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォン
トで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォン
トで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン
ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]
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説明表記法

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

Cisco Intercloud Fabricの関連資料
ここでは、Cisco Intercloud Fabricに付属のマニュアルと次の URLから入手可能なマニュアルを列
挙します。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/intercloud-fabric/
tsd-products-support-series-home.html

一般情報

『Cisco Intercloud Fabric Release Notes』

インストール & アップグレード

『Cisco Intercloud Fabric Getting Started Guide』

ユーザガイド

『Cisco Intercloud Fabric User Guide』

コンフィギュレーションガイド

『Cisco Intercloud Fabric Configuration Guide』

『Cisco Intercloud Fabric Firewall Configuration Guide』

『Cisco vPath and vServices Reference Guide for Intercloud Fabric』

プログラミング

『Cisco Intercloud Fabric Director REST API Guide』
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トラブルシューティング & アラート

『Cisco Intercloud Fabric Troubleshooting Guide』

Cisco Intercloud Fabric Provider Platform

Cisco Intercloud Fabric Provider Platformで使用する次のマニュアルは、以下のURLから入手可能で
す。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/intercloud-fabric/
tsd-products-support-series-home.html

『Cisco Intercloud Fabric Provider Platform Release Notes』

『Cisco Intercloud Fabric Provider Platform Installation Guide』

『Cisco Intercloud Fabric Provider Platform Administrator Guide』

『Cisco Intercloud Fabric Provider Platform Troubleshooting Guide』

Cisco Nexus 1000V のマニュアル

Cisco Nexus 1000V for VMware vSphere

Cisco Nexus 1000V for KVM

Cisco Nexus 1000V for Microsoft Hyper-V

Cisco Virtual Security Gateway に関するマニュアル

Cisco Virtual Security Gateway

『Cisco Prime Network Services Controller Documentation』

Cisco Prime Network Services Controller

Cisco Cloud Services Router のマニュアル

Cisco Cloud Services Router 1000V

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。

ご協力をよろしくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
については、『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。このドキュメン
トは、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.htmlから入手できます。
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/intercloud-fabric/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/intercloud-fabric/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-1000v-switch-vmware-vsphere/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-1000v-kvm/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-1000v-switch-microsoft-hyper-v/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/virtual-security-gateway/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-network-services-controller/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/cloud-services-router-1000v-series/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html


『What's New in Cisco Product Documentation』では、シスコの新規および改訂版の技術マニュアル
の一覧を、RSSフィードとして購読できます。また、リーダーアプリケーションを使用して、コ
ンテンツをデスクトップに配信することもできます。 RSSフィードは無料のサービスです。
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第 1 章

概要

• Cisco Intercloud Fabricについて, 1 ページ

Cisco Intercloud Fabricについて
Cisco Intercloud Fabricは、ビジネスニーズに柔軟かつ迅速に対応し、ハイブリッドクラウドで直
面する可能性がある課題に対処します。ハイブリッドクラウドは、プライベートクラウドとプ

ロバイダークラウドの間のインタラクションであり、プライベートクラウドがプロバイダーク

ラウドに拡張され、安全かつスケーラブルな方法でプロバイダークラウドのリソースを使用しま

す。Cisco IntercloudFabricを使用すると、複数のプロバイダークラウドでの異種環境にワークロー
ドを配置できます。 Cisco Intercloud Fabricは、安全なハイブリッドクラウドのアーキテクチャの
基盤となります。これにより企業は、必要に応じて、オンデマンドでプライベートクラウドをプ

ロバイダークラウドに容易かつ安全に接続できます。大規模な企業では、ハイブリッドクラウ

ドの導入により、プライベートクラウドとプロバイダークラウド両方のメリットを同時に得るこ

とができます。 Cisco Intercloud Fabricには、次のような利点があります。

•複数のプロバイダークラウドに分散する仮想ワークロードを一元的に管理および制御できま
す。

• Amazon Web Service、Microsoft Azure、および複数の Intercloud Fabric Providerベースのクラ
ウドなど、さまざまなクラウドプロバイダーから選択できます。

•プライベートクラウドをサービスプロバイダークラウドに拡張するための安全性の高いス
ケーラブルな接続を提供します。

•ハイブリッドクラウド全体に、一貫したネットワークポリシーとワークロードポリシーを
適用します。
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•仮想ワークロードの場合、サービスプロバイダークラウドとの間でワークロードの移動を
可能にします。

図 1：Cisco Intercloud Fabric
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第 2 章

ユーザとグループの管理

• この章の対象読者, 3 ページ

• ユーザタイプの管理, 3 ページ

• ユーザタイプ, 4 ページ

• デフォルトのユーザ権限, 4 ページ

• グループの管理, 10 ページ

• 管理プロファイルの設定, 13 ページ

• ユーザアクセスプロファイルの管理, 16 ページ

• グループおよび顧客組織のブランディング, 26 ページ

• ログインページのブランディング, 27 ページ

この章の対象読者
項で特に指定がない限り、この章の内容は管理者向けです。

ユーザタイプの管理
システム管理者には、ユーザの追加、ユーザとユーザ権限の表示、さまざまなシステムコンポー

ネントに対する個別ユーザの読み取り/書き込み権限の変更など、Cisco Intercloud Fabricを管理す
るためのすべての権限が与えられています。

ほとんどのユーザに対してログイン時に表示され、使用できるのが、このガイドで説明する管理

ポータルです。
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ユーザタイプ
Cisco Intercloud Fabricでサポートされるユーザタイプを次に示します。

•グループ管理者：このユーザには、他のユーザを追加できる権限があります。このユーザは
セルフサービスポータルも使用できます。

•サービスエンドユーザ：このユーザはセルフサービスポータルの表示および使用のみが可
能です。

•システム管理者

デフォルトのユーザ権限
各管理ユーザには、Cisco IntercloudFabricにアクセスするための一連の権限が付与されています。
ユーザ権限のタイプは次のとおりです。

•読み取り：読み取り権限では、ファイルの読み取りだけが可能です。

•書き込み：書き込み権限では、ファイルの読み取り、書き込み、変更が可能です。この権限
では、ファイルの変更、削除、または名前変更が許可されます。

•読み取り/書き込み：読み取り/書き込み権限では、ファイルの読み取りおよび書き込みが可
能です。

グループ管理者

権限タスク

書き込み読み取り

はい仮想コンピューティング

はいVMラベル

vDCへの VM割り当て

仮想ストレージ

仮想ネットワーク

はいはいグループのサービスリク

エスト
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権限タスク

はいはい承認者のサービスリクエ

スト

予算

リソースアカウンティン

グ

チャージバック

システム管理者

ユーザとグループ

仮想アカウント

はいカタログ

はいvDC

はいはいコンピューティングポリ

シー

ストレージポリシー

ネットワークポリシー

導入ポリシー

SLAポリシー

リソース制限レポート

グループユーザ

はいCloudSenseレポート

CloudSenseアセスメント
レポート

オーケストレーション

検出

MSP
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権限タスク

自動化モジュールを開く

グループユーザ

はいはいCS共有レポート

はいはいCS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

はいエンドユーザのチャージ

バック

リソースアカウンティン

グの書き込み

チャージバックの書き込み

Cisco Intercloud Fabricクラ
スタ

サービスエンドユーザ

権限タスク

書き込み読み取り

仮想コンピューティング

VMラベル

vDCへの VM割り当て

仮想ストレージ

仮想ネットワーク

はいグループのサービスリク

エスト
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権限タスク

はいはい承認者のサービスリクエ

スト

予算

リソースアカウンティン

グ

チャージバック

システム管理者

ユーザとグループ

仮想アカウント

カタログ

vDC

コンピューティングポリ

シー

ストレージポリシー

ネットワークポリシー

導入ポリシー

SLAポリシー

リソース制限レポート

グループユーザ

CloudSenseレポート

CloudSenseアセスメント
レポート

オーケストレーション

検出

MSP
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権限タスク

自動化モジュールを開く

グループユーザ

CS共有レポート

CS共有評価

リモート VMアクセス

モバイルアクセス設定

はいエンドユーザのチャージ

バック

リソースアカウンティン

グの書き込み

チャージバックの書き込み

Cisco Intercloud Fabricクラ
スタ

ユーザロールおよび権限

次の表に、各管理ユーザタイプに対応する権限のリストを示します。

システム管理者サービスエンド

ユーザ

グループ管理者権限

読み取り/書き込み仮想コンピューティング

読み取り/書き込みVMラベル

読み取り/書き込みvDCへの VM割り当て

読み取り/書き込み仮想ストレージ

読み取り/書き込み仮想ネットワーク

読み取り/書き込み読み取り/書き込みグループのサービスリクエス

ト
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システム管理者サービスエンド

ユーザ

グループ管理者権限

読み取り/書き込み読み取り/書き込み承認者のサービスリクエスト

読み取り/書き込み予算

読み取り/書き込み読み取りリソースアカウンティング

読み取り/書き込み読み取りチャージバック

読み取り/書き込みシステム管理者

読み取り/書き込みユーザとグループ

読み取り/書き込み仮想アカウント

読み取り/書き込み読み取りカタログ

読み取り/書き込み読み取りvDC

読み取り/書き込み読み取り/書き込みコンピューティングポリシー

読み取り/書き込みストレージポリシー

読み取り/書き込みネットワークポリシー

読み取り/書き込み導入ポリシー

読み取り/書き込みSLAポリシー

読み取り/書き込み読み取り/書き込みリソース制限レポート

読み取り/書き込み書き込みグループユーザ

読み取り/書き込み読み取り読み取りCloudSenseレポート

読み取り/書き込みCloudSenseアセスメントレ
ポート

読み取り/書き込みオーケストレーション

読み取り/書き込みDiscovery

読み取り/書き込みMSP

読み取り/書き込み自動化モジュールを開く

Cisco Intercloud Fabric ユーザガイドリリース 2.2.1    
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システム管理者サービスエンド

ユーザ

グループ管理者権限

読み取り/書き込みグループユーザ

読み取り/書き込み読み取り/書き込みCS共有レポート

読み取り/書き込み読み取り/書き込みCS共有評価

読み取り/書き込みリモート VMアクセス

読み取り/書き込みモバイルアクセス設定

読み取り/書き込み読み取り読み取りエンドユーザのチャージバッ

ク

読み取り/書き込みリソースアカウンティングの

書き込み

読み取り/書き込みチャージバックの書き込み

読み取り/書き込みCisco Intercloud Fabricクラス
タ

グループの管理

グループの作成

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]の順に選択
します。

ステップ 3 [User Group]タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [Add Group]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド名

グループの名前。[Name]フィールド

   Cisco Intercloud Fabric ユーザガイドリリース 2.2.1
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説明フィールド名

（任意）グループについての説明。[Description]フィールド

グループの短い名前またはコード名。この名前は、VMとホスト名
テンプレートで使用されます。

[Code]フィールド

（任意）コストセンターの名前または番号。この名前または番号

は、グループが関連付けられているコストセンターを表します。こ

の名前は、VMwareシステムポリシーVMの命名規則で使用できま
す。

VM命名規則にコストセンターを使用する方法の詳細については、
ポリシーの管理, （29ページ）を参照してください。

[Cost Center]フィールド

この電子メールは、必要に応じてサービスリクエストおよびリクエ

スト承認のステータスをグループ所有者に通知する目的で使用され

ます。

[Contact Email]フィールド

連絡先の名。[First Name]フィールド

連絡先の姓。[Last Name]フィールド

連絡先の電話番号。[Phone]フィールド

連絡先の住所。[Address]フィールド

このグループのユーザのグループ共有ポリシー。

このドロップダウンリストにデータが取り込まれるのは、グループ

共有ポリシーを作成した場合だけです。

[Group Share Policy]ドロッ
プダウンリスト

このチェックボックスをオンにすると、このグループのユーザに対

し、各自に割り当てられているリソースのみが表示されます。ユー

ザ間でリソースを共有することはできません。

[Allow Resource Assignment
ToUsers]チェックボックス

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

次の作業

さらにグループを追加する場合は、この手順を繰り返します。

Cisco Intercloud Fabric ユーザガイドリリース 2.2.1    
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パスワードポリシー

パスワードポリシーはすべてのユーザに適用され、すべてのユーザタイプに関して、ユーザを追

加するか、パスワードを変更する際に適用されます。このポリシーによって、次のパスワード制

限が適用されます。

•パスワードの長さ

•パスワードをユーザ名と同じにすることができるかどうか

•現在のパスワードを新しいパスワードとして再設定できるかどうか

•パスワードで使用できない正規表現

パスワードポリシーの作成

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]の順に選択
します。

ステップ 3 [Password Policy]タブをクリックします。

ステップ 4 次のフィールドに入力します。

説明名称

パスワードの最小文字数。[MinimumPassword Length]ドロップダウンリス
ト

パスワードの最大文字数。[Maximum Password Length]ドロップダウンリ
スト

大文字、小文字、数字、特殊文字などの文字ク

ラスの最小数。

[Minimum Character Classes]ドロップダウンリ
スト

ログイン IDと同じパスワードの使用を禁止す
るには、このチェックボックスをチェックしま

す。

[Disallow Login in Password]チェックボックス

以前のパスワードの使用を禁止し、新しいパス

ワードが古いパスワードと同一にならないよう

にするには、このチェックボックスをオンにし

ます。

[Disallow Previous Password]チェックボックス
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説明名称

パスワードでの使用を禁止する正規表現（1行
に 1つずつ）。たとえば .*abc.*は、指定する
パスワードには文字列「abc」が含まれていて
はならないことを指定します。

[Disallow Passwords ThatMatch Regular Expression]
フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

管理プロファイルの設定

管理者プロファイルの作成

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]の順に選択
します。

ステップ 3 [Login Users]タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [Add User]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド名

[System Admin]ユーザロールを選択します。
システム管理者には、すべての権限が与えられ

ています。

[User Role]ドロップダウンリスト

ログイン名。[Login Name]フィールド

管理者アカウントのパスワード。[Password]フィールド

確認のために管理者アカウントのパスワードを

再入力します。

[Confirm Password]フィールド

管理者の電子メールアドレス。[User Contact Email]フィールド

管理者の名。[First Name]フィールド
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説明フィールド名

管理者の姓。[Last Name]フィールド

管理者の電話番号。[Phone]フィールド

管理者の住所。[Address]フィールド

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックします。

管理者パスワードの変更

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]の順に選択
します。

ステップ 3 [Login Name]の列で、[admin]を選択します。

ステップ 4 [Change Password]をクリックします。

ステップ 5 [ChangePassword]ダイアログボックスで、管理ユーザの新しいパスワードを入力し、確認します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ユーザグループへのユーザの追加

はじめる前に

グループにユーザを追加する前に、そのグループが作成されていることを確認してください。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Administration] > [Users and Groups]を選択します。

ステップ 3 [Login User]タブをクリックします。

ステップ 4 [Login Users]タブで、[Add Group]ボタンをクリックします。

ステップ 5 [Add User]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明フィールド名

ユーザロールを選択します。

[GroupAdmin]ユーザタイプは、ユー
ザグループに割り当てることができ

る唯一の管理者ユーザロールです。

（注）

[User Role]ドロップダウンリスト

ユーザが属するグループまたは顧客組織を選択

します。

[User Group]ドロップダウンリスト

ユーザのログイン名。[Login Name]フィールド

ユーザのパスワード。

ユーザに対して Lightweight Directory
Access Protocol（LDAP）認証が設定
されている場合、パスワードはロー

カルサーバではなく、LDAPサーバ
でのみ検証されます。

（注）

[Password]フィールド

確認のため、ユーザのパスワードをもう一度入

力します。

[Confirm Password]フィールド

ユーザの電子メールアドレス。

電子メールアドレスは、サービスリ

クエストのステータスをグループ所

有者に通知し、承認を要求するため

に必要です。

（注）

[User Contact Email]フィールド

ユーザの名。[First Name]フィールド

ユーザの姓。[Last Name]フィールド

ユーザの電話番号です。[Phone]フィールド

ユーザの郵便住所です。[Address]フィールド

ステップ 6 [Add]をクリックします。
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現在のオンラインユーザの表示

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]の順に選択
します。

ステップ 3 [CurrentOnlineUsers]タブをクリックして、オンラインユーザのリストを表示します。ユーザ名、
IPアドレス、セッションの開始時刻、最終データアクセス、およびクライアントを確認できま
す。

ユーザアクセスプロファイルの管理

マルチロールアクセスプロファイル

1人のユーザを複数のロールに割り当てることができます。これは、1つのユーザアクセスプロ
ファイルとしてシステム内で反映されます。たとえば、あるユーザが、グループ管理者、および

全ポリシーの管理者として Cisco Intercloud Fabricにログインしようとした場合、両方のタイプの
アクセスが適切であれば、いずれのログインも可能です。

アクセスプロファイルは、ユーザごとに表示できるリソースも定義します。デフォルトでは、1
人のユーザが作成されたときに 1つのアクセスプロファイルが作成されます。デフォルトでは、
ユーザは自分のリソース、およびグループのリソースを参照できます。ユーザはプロファイルを

作成して、自分のリソースを参照することも、グループで共有しているリソースのみを参照する

こともできます。

プロファイルの 1つを、デフォルトのユーザアクセスプロファイルとして設定できます。（注）

[Manage Profiles]機能を使用して、ユーザアクセスプロファイルに対して追加、ログイン、編
集、または削除を行うことができます。

（注）
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ユーザアクセスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]の順に選択
します。

ステップ 3 [Login User]タブをクリックします。

ステップ 4 リストからユーザを選択します。

ステップ 5 [Manage Profiles]をクリックします。

ステップ 6 [Manage Profiles]ウィンドウで、[add+]をクリックします。

ステップ 7 [Add Entry to Access Profiles]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド名

プロファイル名。[Name]フィールド

プロファイルの説明です。[Description]フィールド

ユーザロールのタイプを選択します。[Type]ドロップダウンリスト

ユーザグループを選択します。

このオプションは、[SystemAdmin]以
外のユーザロールタイプを選択した

場合に表示されます。

（注）

[Groups]ドロップダウンリスト

ユーザが自分に割り当てられたすべてのリソー

スを表示できるようにするには、このチェック

ボックスをオンにします。

このオプションは、[SystemAdmin]以
外のユーザロールタイプを選択した

場合に表示されます。

（注）

[Show Own Resources From All Groups The User
Has Access]チェックボックス

ユーザがアクセスできるか、ユーザがその一部

であるすべての他のグループからのリソースを

表示できるようにするには、このチェックボッ

クスをオンにします。

このオプションは、[SystemAdmin]以
外のユーザロールタイプを選択した

場合に表示されます。

（注）

[Show Resources From All Other Groups the user
has access]チェックボックス
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説明フィールド名

[Select Items]ダイアログボックスで、追加する
グループの横にあるチェックボックスをオンに

します。

このオプションは、[SystemAdmin]以
外のユーザロールタイプを選択して

おり、かつ [Show Resources From All
Other Groups the user has access]チェッ
クボックスをオンにしていない場合

に表示されます。

（注）

[Shared Groups]チェックボックスリスト

これがデフォルトユーザアクセスプロファイ

ルである場合は、このチェックボックスをオン

にします。デフォルトではない場合は、この

チェックボックスをオフにします。

[Default Profile]チェックボックス

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

次の作業

必要に応じて、追加のユーザプロファイルを作成します。

ユーザアクセスプロファイルの編集

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]の順に選択
します。

ステップ 3 [Login User]タブをクリックします。

ステップ 4 リストからユーザを選択します。

ステップ 5 [Manage Profiles]をクリックします。

ステップ 6 [Manage Profiles]ウィンドウで、リストからプロファイルを選択します。

ステップ 7 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 8 [Edit Access Profiles Entry]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明フィールド名

プロファイル名。

このオプションは編集できませ

ん。

（注）

[Name]フィールド

プロファイルの説明です。[Description]フィールド

ユーザロールのタイプを選択します。

このオプションを編集できるのは、

ユーザロールタイプが [System
Admin]の場合だけです。

（注）

[Type]ドロップダウンリスト

ユーザグループを選択します。

このオプションは、ロールが [System
Admin]以外の場合、またはロールを
[SystemAdmin]から他のロールに変更
した場合に表示されます。ロールが

すでに [SystemAdmin]以外の場合は、
このオプションは編集できません。

（注）

[Groups]ドロップダウンリスト

ユーザが自分に割り当てられたすべてのリソー

スを表示できるようにするには、このチェック

ボックスをオンにします。

このオプションは、ロールが [System
Admin]以外の場合に表示されます。

（注）

[Show Resources From All Groups The User Has
Access]チェックボックス

[Select Items]ダイアログボックスで、追加する
グループの横にあるチェックボックスをオンに

します。

このオプションは、ロールが [System
Admin]以外であり、かつ [Show
Resources FromAll Groups The User Has
Acces]チェックボックスをオンにし
なかった場合に表示されます。

（注）

[Shared Groups]チェックボックスリスト

これがデフォルトユーザアクセスプロファイ

ルである場合は、このチェックボックスをオン

にします。デフォルトではない場合は、この

チェックボックスをオフにします。

[Default Profile]チェックボックス

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。
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ユーザアクセスプロファイルの削除

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]の順に選択
します。

ステップ 3 [Login User]タブをクリックします。

ステップ 4 リストからユーザを選択します。

ステップ 5 [Manage Profiles]をクリックします。

ステップ 6 [Manage Profiles]ウィンドウで、削除するユーザを選択します。

ステップ 7 [Manage Profiles]ダイアログボックスで、[Remove]をクリックします。

プロファイルへのログイン

手順

ステップ 1 [Cisco Intercloud Fabric Login]ダイアログボックスの [Username]フィールドに、ユーザ名を「ユーザ
名: アクセス プロファイル名」の形式で入力します。

次に例を示します。
User1: GrpAdmin

ステップ 2 [Password]フィールドにパスワードを入力します。

ステップ 3 [Log In]をクリックします。

プロファイルの削除

デフォルトプロファイルは、システムで作成した最初のプロファイルです。デフォルトプロファ

イルを別のプロファイルに変更できます。新しいデフォルトプロファイルを使用し、ユーザ名と

パスワードを入力してログインします。
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デフォルトプロファイルの変更

手順

ステップ 1 ウィンドウ右上（[Log Out]の左側）で、ユーザ名をクリックします。

ステップ 2 [User Information]ウィンドウの [Access Profiles]タブをクリックします。

ステップ 3 ユーザプロファイルを選択し、[Set as Default Profile]をクリックします。
プロファイルを追加または編集するときにも、プロファイルをデフォルトとして設定で

きます。

（注）

認証および LDAP 統合
ローカル認証に対してフォールバックがある設定、フォールバックがない設定、および LDAPに
対してフォールバックがある設定が可能です。また、フォールバックを行わないVeriSign ID保護
（VID）認証を設定できます。

説明名称

認証は、ローカルのみ（Cisco IntercloudFabric）
で実行され、LDAPサーバ経由では実行されま
せん。

[Local Authentication]

認証は最初にローカルサーバで実行されます

（Cisco Intercloud Fabric）。ユーザがローカル
サーバにない場合、LDAPサーバが確認されま
す。

[Local First

認証は最初に LDAPサーバで実行されます。
ユーザがLDAPサーバに存在しない場合、ロー
カルサーバ（Cisco Intercloud Fabric）が確認さ
れます。

[LDAP First

VIP認証サービス（2要素認証）が有効化され
ます。

[VeriSign Identity Protection]
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認証の環境設定

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]の順に選択
します。

ステップ 3 [Authentication Preferences]タブをクリックします。

ステップ 4 [Authentication Preferences]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

認証の環境設定を選択します。

次のいずれかを選択できます。

• [Local Authentication]

• [Local First

• [LDAP First

• [VeriSign Identity Protection]

[Authentication Preferences]ドロップダウンリ
スト

ステップ 5 （任意） [Verisign Identity Protection]を選択した場合は、次の手順を実行します。
a) VIP証明書をアップロードするには、[Browse]をクリックします。
証明書を見つけて選択し、[Upload]をクリックします。

b) [Password]を入力します。

ステップ 6 [Save]をクリックします。

次の作業

[Local First, fallback to LDAP]または [LDAP First, fallback to Local]を選択した場合は、LDAPサー
バを設定する必要があります。

LDAP 統合
LDAP統合を使用して、LDAPサーバのグループとユーザを Cisco Intercloud Fabricと同期できま
す。 LDAP認証により、同期されたユーザを LDAPサーバで認証することができます。 LDAP
ユーザおよびグループは、自動または手動で同期できます。 LDAP同期はシステムタスクとして
も実行できます。
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グループ、またはドメインユーザのグループに属していないユーザは、[Users with No Group]
として LDAPに表示されます。これらのユーザは、Cisco Intercloud Fabricのドメインユーザ
のグループの下に追加されます。

（注）

Intercloud Fabricで複数の Active Directoryサーバが設定されている場合、ユーザは、ドメイン
ネームシステム（DNS）サフィックスを使用してログインする必要があります。

（注）

ローカルに存在しているユーザおよびグループ、または Cisco Intercloud Fabricで外部から同期さ
れているユーザおよびグループは選択できません。

LDAP 統合の規則と制限事項

グループの同期規則

•選択した LDAPグループが Cisco Intercloud Fabricにすでに存在しており、ソースのタイプが
[Local]の場合、そのグループは同期中に無視されます。

•選択した LDAPグループが Cisco Intercloud Fabricにすでに存在しており、グループソースの
タイプが [External]の場合、そのグループの説明および電子メール属性がCisco IntercloudFabric
で更新されます。

•高度な検索オプションを使用すると、手動検索の選択において最大 1,000人のユーザが（可
用性に応じて）表示されます。このオプションは、[Request Manual LDAP Sync]をクリック
すると使用可能になります。

ユーザの同期規則

•選択した LDAPユーザが Cisco Intercloud Fabricにすでに存在しており、ソースのタイプが
[Local]の場合、そのユーザは同期中に無視されます。

•選択した LDAPユーザが Cisco Intercloud Fabricにすでに存在しており、ソースのタイプが
[External]の場合、そのユーザの名前、説明、電子メール、およびその他の属性が更新され、
使用できるようになります。

ユーザ同期の制限事項

•あるユーザが複数のグループメンバーシップを持っていても、そのユーザは Cisco Intercloud
Fabricでは単一のグループメンバーシップを持つことになります。

LDAP同期プロセスの後には、ユーザが正しいグループに割り当てられていることを確認して
ください。

（注）
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LDAP 統合の管理

手順

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]の順に選択
します。

ステップ 2 LDAPサーバの同期の状態を確認するには、[LDAP Integration]タブを選択します。

ステップ 3 （任意） LDAP統合を管理するため、サーバを選択し、必要に応じて次のボタンをクリックしま
す。

説明名称

検索するドメインの識別名を選択できます。

LDAP同期処理が完了すると、選択した組織の
すべてのユーザとグループが Cisco Intercloud
Fabricに取り込まれます。このアクションも、
自動同期処理とみなされます。

LDAPサーバ同期をシステムタスク
として開始できます。

（注）

[Search Base DN]ボタン

オンデマンドでのLDAPサーバ同期を有効にし
ます。このアクションは、[Search Base DN]で
選択した組織のユーザとグループを同期しま

す。LDAPから追加されたグループおよびユー
ザは、[External]タイプとして表示されます。
Cisco Intercloud Fabricにより追加されたグルー
プおよびユーザは、[Local]タイプとして表示さ
れます。

[Submit]をクリックして、サーバを同期します。

LDAPユーザの変更は即時に反映されます。
LDAP同期の処理が完了したら、ユー
ザが正しいグループに割り当てられ

ていることを確認します。

（注）

ステップ 4に進みます。

[Request LDAP Sync]

表示されるダイアログボックスでは、LDAPユー
ザおよびグループを取得するための基本検索条

件または拡張検索条件を指定できます。

ステップ 6に進みます。

[Request Manual LDAP Sync]

   Cisco Intercloud Fabric ユーザガイドリリース 2.2.1
24

ユーザとグループの管理

認証および LDAP 統合



ステップ 4 （任意） LDAP同期リクエストの場合、IPでアドレス/ドメイン名を確認し、[Submit]をクリック
します。

ステップ 5 （任意） [LDAP Manual Server Sync]を選択した場合は、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

組織単位による基本検索を有効にするには、こ

のチェックボックスをオンにします。

オンになっている場合は、ステップ 6に進みま
す。

[Basic Search]フィールド

拡張検索を有効にするには、このチェックボッ

クスをオンにします。

オンになっている場合は、ステップ 8に進みま
す。

[Advanced Search]フィールド

ステップ 6 基本検索の場合は [Select]をクリックします。

ステップ 7 検索する識別名を選択して、[Select]をクリックします。

ステップ 8 拡張検索の場合は、[Select Users and Groups]ペインで、[User Filters]と [Group Filters]に属性名を
追加または編集します。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [LDAP Groups]と [LDAP Users]を選択します。

ステップ 11 [Submit]をクリックして、LDAPサーバを同期します。

シングルサインオン

Cisco Intercloud Fabricはワンログインを使用してシングルサインオンを提供します。シングルサ
インオンは、ユーザがアプリケーションにアクセスするために、パスワードを複数回入力するこ

とを不要にします。シングルサインオンが有効な場合、ユーザはポータルにログインして Cisco
Intercloud Fabricにアクセスできます。

シングルサインオンは、ワンログイン証明書を登録した後、Cisco IntercloudFabricで使用可能
になります。

（注）
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シングルサインオンの有効化

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]の順に選択
します。

ステップ 3 [Single Sign-On]タブをクリックします。

ステップ 4 [Single Sign-On]ペインで、[Enable Single Sign-On]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [Select a File for Upload]フィールドで、ワンログイン証明書ファイルを参照し、選択します。

ステップ 6 [アップロード（Add）]をクリックします。

ステップ 7 アップロードが完了したら、[Submit]をクリックします。

グループおよび顧客組織のブランディング

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]の順に選択
します。

ステップ 3 [User Group]タブをクリックします。

ステップ 4 ブランディングするグループを選択します。

ステップ 5 [Branding]をクリックします。

ステップ 6 [Group Branding]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド名

ロゴイメージをアップロードするには、この

チェックボックスをオンにします。

ステップ 6に進みます。

[Logo Image]チェックボックス

アプリケーションヘッダーに表示するアプリ

ケーションラベルをカスタマイズするには、こ

のチェックボックスをオンにします。

ステップ 8に進みます。

[Application Labels]チェックボックス
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説明フィールド名

ログアウト時に特定の URLに転送するには、
このチェックボックスをオンにします。

ステップ 9に進みます。

[URL Forwarding on Logout]チェックボックス

カスタムリンクをブランディングするには、こ

のチェックボックスをオンにします。

ステップ 10に進みます。

[Custom Links]チェックボックス

ステップ 7 [Select a File for Upload]フィールドで、ロゴイメージファイルを参照して選択します。
ロゴイメージの形式がPNG、JPG、またはGIFであることを確認します。最適なイメー
ジサイズは幅 200ピクセル、高さは 100ピクセルです。ダウンロード時間を短縮する
ため、イメージサイズを小さくしておくことをお勧めします。

（注）

ステップ 8 [アップロード（Add）]をクリックします。

ステップ 9 （任意） アプリケーションラベルとして、[Label 1]および [Label 2]フィールドに少なくとも 1
つのアプリケーションのラベルを入力します。

ステップ 10 （任意） [URL]フィールドに、ログアウト時にユーザを転送する URLを入力します。

ステップ 11 （任意） 少なくとも最初の 2つのフィールドに値を入力してください。

説明名称

カスタムリンク 1のラベル。[Custom Link 1 Label]フィールド

カスタムリンク 1の URL。[Custom Link 1 URL]フィールド

カスタムリンク 2のラベル。[Custom Link 2 Label]フィールド

カスタムリンク 2の URL。[Custom Link 2 URL]フィールド

ステップ 12 [送信（Submit）]をクリックします。

ログインページのブランディング
ログインページは、ドメイン名に関連付けられているロゴを示すように設定できます。エンド

ユーザがそのドメインからログインすると、ログインページでそのカスタムロゴが表示されま

す。ロゴの最適なイメージのサイズは幅 890ピクセル、高さ 470ピクセルで、余白に 255ピクセ
ルが割り当てられています。ダウンロード時間を短縮するため、イメージサイズを小さくしてお

くことをお勧めします。
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グループまたは顧客組織のログインページは、最初にブランディングで設定される（有効に

される）必要があります。

（注）

カスタムドメインロゴの設定

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[管理（Administration）] > [ユーザとグループ（Users and Groups）]の順に選択
します。

ステップ 3 [Login Page Branding]タブをクリックします。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [Domain Branding]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名称

ブランディングするドメイン名。[Domain Name]フィールド

指定したドメイン名からのログインページのブ

ランディングを有効にするには、このチェック

ボックスをオンにします。

[Custom Domain Logo]チェックボックス

アップロードするロゴファイル。ロゴの最適

なイメージサイズは、幅 890ピクセル、高さ
470ピクセル、余白 255ピクセルです。ダウン
ロード時間を短縮するため、イメージサイズを

小さくしておくことをお勧めします。

このオプションは、[Custom Domain
Logo]チェックボックスをオンにした
場合に表示されます。

（注）

[Select a File for Upload]フィールド

ステップ 6 [送信（Submit）]をクリックします。
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第 3 章

ポリシーの管理

• この章の対象読者, 29 ページ

• ポリシー, 29 ページ

• Intercloudポリシーの管理, 30 ページ

この章の対象読者
項で特に指定がない限り、この章の内容は管理者向けです。

ポリシー
Cisco IntercloudFabricは、管理者が設定した事前定義済みポリシーを使用して、割り当てられたリ
ソースプールから仮想マシン（VM）がプロビジョニングされるセルフサービスポータルを提供
します。

ポリシーは、システムリソースの可用性に基づいて、新しいVMがインフラストラクチャ内でプ
ロビジョニングされる場所と方法を規定する規則のグループです。

Cisco Intercloud Fabricでは、VMをプロビジョニングするために次のポリシーをセットアップする
必要があります。

•ネットワーク

•システム

VMのプロビジョニングのポリシーをセットアップする前にクラウドアカウントが存在してい
る必要があります。

重要
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Intercloud ポリシーの管理

ネットワークポリシー

ネットワークポリシーには、ネットワーク設定、DHCP、スタティック IPなどのリソースが含ま
れ、このポリシーを使用してプロビジョニングされた VMに対して複数の vNICを追加するため
のオプションが含まれています。

Intercloud Fabricネットワークポリシーの作成
Intercloud Fabricネットワークポリシーを作成するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Virtual/Hypervisor Policies] > [Network]を選択します。

ステップ 3 [Network]ウィンドウで [Intercloud Network Policy]タブを選択します。

ステップ 4 [Intercloud Network Policy]タブで、[Add]ボタンをクリックします。
[Add Intercloud Network Policy Information]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [Add Intercloud Network Policy Information]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワークポリシーの名前。[Policy Name]フィールド

ネットワークポリシーの説明。[Policy Description]フィールド

ネットワークポリシーの Intercloud Fabric Cloud
名。

[Cloud Name]ドロップダウンリスト

既存の NICを選択するか、または新しい NIC
を作成します。

[NICs]ドロップダウンリスト

仮想マシンネットワークの NICエイリアス。[NIC Name]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、NICが
編集不可になります。

[Mandatory]チェックボックス

ポートプロファイルまたはポートグループを

選択する場合にクリックします。

[Port Groups]ボタン
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説明名前

リストからポートプロファイルまたはポート

グループを選択します。選択するポートグルー

プが VMware vSwitchまたは Cisco Nexus 1000V
スイッチのポートグループの場合、Intercloud
Fabric VSMによりそのポートグループが自動
的に作成されます。

Intercloud Fabricに Cisco Nexus 1000V
スイッチが追加されました。ネット

ワーク要素の追加を参照してくださ

い。

（注）

[Port Profile Name]チェックボックス

ネットワークポリシーの IPアドレスの種類を
選択します。

[Select IP Address Type]ドロップダウンリスト

リストからスタティック IPプールポリシーを
選択します。

このフィールドは、[Select IP Address Type]ド
ロップダウンリストから [Static]を選択すると
表示されます。

[Static IP Pool]ボタン

保存する場合にクリックします。[Save NIC]ボタン

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`

スタティック IP プールポリシーの作成
スタティック IPプールポリシーを作成するには、次の手順を使用します。

Intercloud Fabricでは、次のコンポーネントに対して IPプールが使用されます。

•プライベートクラウドの IntercloudFabricVSM、PNSCなどのインフラストラクチャコンポー
ネント。

•プロバイダークラウドの Intercloud Fabric Extender、Intercloud Fabric Switchなどのインフラス
トラクチャコンポーネント。

•クラウドの仮想マシンアドレス。

IPプールの作成時には次のガイドラインを使用します。

• 3つの別個の IPプールを作成することを推奨します。
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IPプール1：インフラストラクチャ設定時にプライベートクラウドで作成される Intercloud
Fabric VSM、PNSCなどのインフラストラクチャコンポーネントの IPプール。

•

• IPプール2：インフラストラクチャ設定時にプロバイダークラウドで作成される Intercloud
Fabric Extender、Intercloud Fabric Switchなどのインフラストラクチャコンポーネントの
IPプール。

• IPプール 3：クラウドの仮想マシンアドレスの IPプール。

•複数のアプリケーション層が必要な場合は、作成する IPプールの数を増やす必要がありま
す。インフラストラクチャ設定時に IPプールの詳細を表示または編集できない場合は、
Intercloud Fabric設定時にプライベートクラウドのインフラストラクチャコンポーネントの
IPプールを指定する必要があります。

•複数の Intercloud Fabric Cloudで使用される 1つの IPプールを選択する場合は、IPが通信で
きる必要があります。それ以外の場合は、Intercloud Fabric Extender、Intercloud Fabric Switch、
および関連サービスをサポートできる十分な大きさのサブネットプールを使用してくださ

い。

• 3番目のプールセットに事前に名前を付けておく必要はありませんが、このプールセットは
クラウドの仮想マシン用に使用できます。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Virtual/Hypervisor Policies] > [Network]を選択します。

ステップ 3 [Network]ウィンドウで、[Static IP Pool Policy]タブを選択します。

ステップ 4 [Static IP Pool Policy]タブで、[Add]ボタンをクリックします。
[Static IP Pool Policy]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [Static IP Pool Policy Information]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。[Policy Name]フィールド

ポリシーの説明。[Policy Description]フィールド

エントリを追加するには、プラスアイコンをク

リックします。

[Static IP Pools]ペイン

ステップ 6 [Add Entry to Static IP Pools]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの IPプール範囲。[Static IP Pool]フィールド
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説明名前

ポリシーのサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

ポリシーのゲートウェイアドレス。このフィー

ルドは、Intercloud Fabricでは必須です。
[Gateway IP Address]フィールド

ポリシーの VLAN ID。このフィールドは、
Intercloud Fabricでは必須です。

[VLAN ID]フィールド

ステップ 7 [Submit]をクリックします。`

VMware ネットワークポリシーの作成
VMwareネットワークポリシーを作成するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Virtual/Hypervisor Policies] > [Network]を選択します。

ステップ 3 [Network]ウィンドウで [VMware Network Policy]タブをクリックします。

ステップ 4 [VMware Network Policy]タブで、[Add]ボタンをクリックします。

ステップ 5 [Network Policy Information]ウィンドウで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワークポリシーの名前。[Policy Name]フィールド

ネットワークポリシーの説明。[Policy Description]フィールド

ネットワークポリシーのクラウドの名前を選択

します。

[Cloud Name]ドロップダウンリスト

既存の NICを選択するか、または新しい NIC
を作成します。

[NICs]ドロップダウンリスト

仮想マシンネットワークの NICエイリアス。[NIC Name]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、NICが
編集不可になります。

[Required]チェックボックス
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説明名前

ポートプロファイルまたはポートグループを

選択する場合にクリックします。

[Port Groups]ボタン

リストからポートプロファイルまたはポート

グループを選択します。選択するポートグルー

プが VMware vSwitchまたは Cisco Nexus 1000V
スイッチのポートグループの場合、Intercloud
Fabric VSMによりそのポートグループが自動
的に作成されます。

Intercloud Fabricに Cisco Nexus 1000V
スイッチが追加されました。ネット

ワーク要素の追加を参照してくださ

い。

（注）

[Port Profile Name]チェックボックス

保存する場合にクリックします。[Save NIC]ボタン

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`

システムポリシー

システムポリシーは、システム固有の情報（使用するテンプレート、タイムゾーン、オペレー

ティングシステム固有の情報など）を定義します。

Intercloud Fabricシステムポリシーの作成
Intercloud Fabricシステムポリシーを作成するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Virtual/Hypervisor Policies] > [System Policy]を選択します。

ステップ 3 [System Policy]ウィンドウで [Intercloud System Policy]タブを選択します。

ステップ 4 [Intercloud System Policy]タブで、[Add]ボタンをクリックします。
[Add Intercloud System Policy Information]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [Add Intercloud System Policy Information]の次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

システムポリシーの名前。[Policy Name]フィールド

システムポリシーの説明。[Policy Description]フィールド

VMテンプレートの名前。[VM Name Template]フィールド

エンドユーザがVMの名前を定義できるように
するには、このチェックボックスをオンにしま

す。

[End User VM Name or VM Prefix]チェックボッ
クス

DNSドメインの名前。[DNS Domain]フィールド

DNSサーバの IPアドレス。[DNS Server List]フィールド

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`

VMware コンピューティングポリシーの作成
VMwareコンピューティングポリシーを作成するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Virtual/Hypervisor Policies] > [Computing]を選択します。

ステップ 3 [Computing]ウィンドウで [VMware Computing Policy]タブを選択します。

ステップ 4 [VMware Computing Policy]タブで、[Add]ボタンをクリックします。

ステップ 5 [Add Computing Policy]ウィンドウで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前は、カタログの定義で使用

されます

（注）

[Policy Name]フィールド

ポリシーの説明。[Policy Description]フィールド

リソース割り当てを行うクラウドを選択しま

す。

[Cloud Name]ドロップダウンリスト
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説明名前

ノードを選択するにはこのチェックボックスを

オンにして、[Select]をクリックします。
[Selected Host Nodes]ボタン

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`
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第 4 章

仮想データセンターの管理

• この章の対象読者, 37 ページ

• 仮想データセンターの管理について, 37 ページ

• エンタープライズ仮想データセンターの管理, 38 ページ

• Intercloud仮想データセンターの管理, 48 ページ

この章の対象読者
項で特に指定がない限り、この章の内容は管理者向けです。

仮想データセンターの管理について
仮想データセンター（VDC）は、仮想リソース、動作の詳細、ルール、およびポリシーを組み合
わせて特定のグループの要件を管理する環境です。

1つのグループまたは組織で複数のVDC、イメージ、テンプレート、およびポリシーを管理でき
ます。組織は個々のグループに VDCレベルでクォータを割り当て、リソース制限を割り当てる
ことができます。

また、VDCに固有の承認者を定義できます。 VDCの承認者は、ユーザからの VMプロビジョニ
ングの要求を承認する必要があります。

Cisco IntercloudFabricにはデフォルトのVDCがあり、検出されたすべてのVMは、このデフォ
ルト VDCの一部です。検出された VMは Cisco Intercloud Fabricの外部で作成された VMか、
または Cisco Intercloud Fabricがインストールされる前に vCenterですでに作成されていた VM
です。 Cisco Intercloud Fabricはこのような VMを自動的に検出し、デフォルト VDCに追加し
ます。

（注）
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サービス要求を使用してプロビジョニングされたVMはVDCに関連付けることができます。サー
ビス要求を作成するとき、この VMをプロビジョニングする VDCを選択できます。 VMのプロ
ビジョニング時には、特定のグループで利用可能な VDCのリストを表示し、必要な VDCを選択
できます。

エンタープライズ仮想データセンターの管理

プライベート仮想データセンターの作成

Intercloud Fabricのプライベート仮想データセンターを作成するには、次の手順を使用します。

はじめる前に

Intercloud Fabricのポリシーを作成しておきます。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Intercloud] > [IcfCloud]を選択します。

ステップ 3 [IcfCloud]ウィンドウで、[IcfCloud]タブをクリックします。

ステップ 4 [IcfCloud]タブで、[Add vDC]ボタンをクリックします。
[Add vDC]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 [Add vDC]ウィザードを表示するもう 1つの方法として、[Policies] > [Virtual/Hypervisor Policies] >
[Virtual Data Centers] > [Add vDC]に移動する方法があります。

ステップ 6 [Add vDC]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMwareクラウドタイプを選択します。[Cloud Type]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [Submit]をクリックします。`

ステップ 8 [Add private vDC]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

一般情報

仮想データセンターの名前。[vDC Name]フィールド

仮想データセンターの説明。[vDC Description]フィールド
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説明名前

既存のユーザグループを選択するか、または

[Add Group (+)]ボタンをクリックして、データ
センターのユーザグループを作成します。新

規ユーザグループの作成については、ユーザ

グループの作成を参照してください。

仮想データセンターの作成後にこの値を変更す

ることはできません。

[Groups]ドロップダウンリスト

仮想データセンターのクラウドの名前を選択し

ます。

仮想データセンターの作成後にこの値を変更す

ることはできません。

[Cloud Name]ドロップダウンリスト

ポリシー

既存のコンピューティングポリシーを選択する

か、仮想データセンターのコンピューティング

ポリシーの作成を選択します。

ホスト/クラスタを選択する必要があります。
デフォルトのコンピューティングポリシーでは

ホスト/クラスタが選択されていません。

[Computing Policy]ドロップダウンリスト

既存のネットワークポリシーを選択するか、仮

想データセンターのネットワークポリシーの作

成を選択します。

ホスト/クラスタを選択する必要があります。
デフォルトのネットワークポリシーではホス

ト/クラスタが選択されていません。

デフォルトのネットワークポリシーには NIC
がありません。デフォルトポリシーを変更し

てNICを追加するか、または新しいネットワー
クポリシーを作成することができます。

ネットワークポリシーの作成については、ユー

ザグループの作成を参照してください。

[Network Policy]ドロップダウンリスト

ステップ 9 [Add]をクリックして、プライベート仮想データセンターを追加します。

ステップ 10 タスクの状態を表示するには、[Intercloud] > [Compute]を選択します。

ステップ 11 クラウドを選択し、[vDC]タブをクリックします。
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vDCレポートが表示されます。レポートの詳細については、『Cisco IntercloudFabricUserGuide』
を参照してください。

仮想データセンターの表示

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor
Policies）] > [仮想データセンター（Virtual Data Centers）]を選択します。

ステップ 3 [All User Groups]ペインで、表示する VDCが含まれている VDCグループを選択します。

ステップ 4 [VDC]タブをクリックします。

ステップ 5 メインの表示ペインで、表示する VDCを選択します。

ステップ 6 [View]をクリックして、[VDC Details]ページを開きます。

仮想データセンターの編集

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor
Policies）] > [仮想データセンター（Virtual Data Centers）]を選択します。

ステップ 3 [All User Groups]ペインで、編集する必要のある仮想データセンターグループを選択します。

ステップ 4 [VDC]タブをクリックします。

ステップ 5 メインの表示ペインで、編集する仮想データセンターを選択します。

ステップ 6 [Edit]をクリックします。

ステップ 7 [Edit VDC]ダイアログボックスで、次のフィールドを編集します。

説明名前

仮想データセンターの名前。

名前は、入力した後では編集できません。

[vDC Name]フィールド
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説明名前

今後の導入で仮想データセンターを使用できな

いようにするには、このチェックボックスをオ

ンにします。仮想データセンター内の既存の仮

想マシンに対するアクションは無効になりま

す。今後の導入で仮想データセンターを使用で

きるようにするには、このチェックボックスを

オフにします。

[vDC Locked]チェックボックス

仮想データセンター固有の説明。[VDC Description]フィールド

仮想データセンターの設定対象グループを選択

します。

[Groups]ドロップダウンリスト

仮想データセンターを設定するクラウドを選択

します。

このドロップダウンリストで使用可能なオプ

ションは、指定したアカウントタイプによって

決まります。

[Cloud Name]ドロップダウンリスト

承認者と連絡先

サービスリクエストを承認する必要があるユー

ザ。

[Approver User Name]フィールド

連絡先の電子メールアドレス。この仮想デー

タセンターを使用した仮想マシンのプロビジョ

ニングを通知するユーザ。

[Provider Support Email Address]フィールド

ポリシー

仮想データセンターに適用されるシステムポリ

シーを選択します。

[System Policy]ドロップダウンリスト

仮想データセンターに適用されるコンピュー

ティングポリシーを選択します。

[Computing Policy]ドロップダウンリスト

仮想データセンターに適用されるネットワーク

ポリシーを選択します。

[Network Policy]ドロップダウンリスト

仮想データセンターに適用されるストレージポ

リシーを選択します。

[Storage Policy]ドロップダウンリスト
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説明名前

仮想データセンターに適用される ISOイメージ
マッピングポリシーを選択します。

[ISO ImageMapping Policy]ドロップダウンリス
ト

仮想データセンターに適用されるコストモデル

を選択します。

[Cost Model]ドロップダウンリスト

この仮想データセンターのサービスリクエスト

サマリーと電子メールページでのコストの表示

を無効にするには、このチェックボックスをオ

ンにします。

[Disable displaying cost in the SR summary and email
page]チェックボックス

仮想マシンのプロビジョニング後のオーケスト

レーションワークフローを実行するために使用

するポリシーを選択します。選択されたワーク

フローは、仮想データセンター内の仮想マシン

のアクションボタンとして表示されます。

[User Action Policy]ドロップダウンリスト

RCUを使用して仮想マシンを複製するには、こ
のチェックボックスをオンにします。

[Enable Storage Efficiency]チェックボックス

非アクティブな仮想マシンを削除するまでの、

非アクティブな状態の経過日数を選択します。

非アクティブ状態の仮想マシンとは、電源がオ

ンの状態ではない仮想マシンです。

この選択項目が想定どおりに機能す

るためには、[Administration] >
[System]で [Advanced Controls]タブの
下にある [Delete Inactive VM's Based
onVDCPolicy]チェックボックスがオ
ンになっていることを確認します。

（注）

[Delete after Inactive VM days]ドロップダウンリ
スト
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説明名前

仮想データセンターのセルフサービスポリシー

を選択します。このポリシーにより、仮想デー

タセンターで実行できるタスクまたはアクショ

ンが定義されます。

このドロップダウンリストには、仮

想データセンターの作成対象アカウン

トタイプに関連するポリシーが読み

込まれます。

vDCにポリシーを割り当てることは、
ユーザが vDCで実行できるタスクを
制御できる唯一の方法です。以前の

バージョンでは、作成時に vDC上で
タスクを有効または無効にしていまし

た。現在のリリースにアップグレー

ドしている場合は、以前設定された権

限とオプションは vDCの名前でエン
ドユーザポリシーとして自動的にグ

ループ化され、vDCに割り当てられま
す。

（注）

エンドユーザセルフサービスポリシー

ステップ 8 [Save]をクリックします。

仮想データセンターの削除

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor
Policies）] > [仮想データセンター（Virtual Data Centers）]を選択します。

ステップ 3 [All User Groups]ペインで、削除する必要のある VDCグループを選択します。

ステップ 4 [VDC]タブをクリックします。

ステップ 5 メインの表示ペインで、削除する仮想データセンターを選択します。

ステップ 6 [Remove]をクリックします。

ステップ 7 [Delete VDC]ダイアログボックスで、[Delete]をクリックします。
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仮想データセンターの複製

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor
Policies）] > [仮想データセンター（Virtual Data Centers）]を選択します。

ステップ 3 [All User Groups]ペインで、複製する必要のある仮想データセンターグループを選択します。

ステップ 4 [VDC]タブをクリックします。

ステップ 5 メイン表示ペインで、複製する仮想データセンターを選択します。

ステップ 6 [Clone]をクリックします。

ステップ 7 [Clone vDC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

仮想データセンターの名前。

名前は、入力した後では編集できません。

[vDC Name]フィールド

今後の導入で仮想データセンターを使用できな

いようにするには、このチェックボックスをオ

ンにします。仮想データセンター内の既存の仮

想マシンに対するアクションは無効になりま

す。今後の導入で仮想データセンターを使用で

きるようにするには、このチェックボックスを

オフにします。

[vDC Locked]チェックボックス

仮想データセンター固有の説明。[VDC Description]フィールド

仮想データセンターの設定対象グループを選択

します。

[Groups]ドロップダウンリスト

仮想データセンターを設定するクラウドを選択

します。

このドロップダウンリストで選択可能なオプ

ションは、指定したアカウントタイプによって

決まります。

[Cloud Name]ドロップダウンリスト

承認者と連絡先

サービスリクエストを承認する必要があるユー

ザ。

[Approver User Name]フィールド
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説明名前

連絡先またはユーザの電子メールアドレス。

この仮想データセンターを使用した仮想マシン

のプロビジョニングを通知するユーザ。

[Provider Support Email Address]フィールド

ポリシー

仮想データセンターに適用されるシステムポリ

シーを選択します。

[System Policy]ドロップダウンリスト

仮想データセンターに適用されるコンピュー

ティングポリシーを選択します。

[Computing Policy]ドロップダウンリスト

仮想データセンターに適用されるネットワーク

ポリシーを選択します。

[Network Policy]ドロップダウンリスト

仮想データセンターに適用されるストレージポ

リシーを選択します。

[Storage Policy]ドロップダウンリスト

仮想データセンターに適用される ISOイメージ
マッピングポリシーを選択します。

[ISO ImageMapping Policy]ドロップダウンリス
ト

仮想データセンターに適用されるコストモデル

を選択します。

[Cost Model]ドロップダウンリスト

この仮想データセンターのサービスリクエスト

サマリーと電子メールページでのコストの表示

を無効にするには、このチェックボックスをオ

ンにします。

[Disable displaying cost in the SR summary and email
page]チェックボックス

仮想マシンのプロビジョニング後のオーケスト

レーションワークフローを実行するために使用

するポリシーを選択します。選択されたワーク

フローは、仮想データセンター内の仮想マシン

のアクションボタンとして表示されます。

[User Action Policy]ドロップダウンリスト

RCUを使用して仮想マシンを複製するには、こ
のチェックボックスをオンにします。

[Enable Storage Efficiency]チェックボックス
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説明名前

非アクティブな仮想マシンを削除するまでの、

非アクティブな状態の経過日数を選択します。

非アクティブ状態の仮想マシンとは、電源がオ

ンの状態ではない仮想マシンです。

この選択項目が想定どおりに機能す

るためには、[Administration] >
[System]で [Advanced Controls]タブの
下にある [Delete Inactive VM's Based
onVDCPolicy]チェックボックスがオ
ンになっていることを確認します。

（注）

[Delete after Inactive VM days]ドロップダウンリ
スト

仮想データセンターのセルフサービスポリシー

を選択します。このポリシーにより、仮想デー

タセンターで実行できるタスクまたはアクショ

ンが定義されます。

このドロップダウンリストには、仮

想データセンターの作成対象アカウン

トタイプに関連するポリシーが読み

込まれます。

vDCにポリシーを割り当てることは、
ユーザが vDCで実行できるタスクを
制御できる唯一の方法です。以前の

バージョンでは、作成時に vDC上で
タスクを有効または無効にしていまし

た。現在のリリースにアップグレー

ドしている場合は、以前設定された権

限とオプションは vDCの名前でエン
ドユーザポリシーとして自動的にグ

ループ化され、vDCに割り当てられま
す。

（注）

[End User Self-Service Policies]ドロップダウン
リスト。

ステップ 8 [Add]をクリックします。

仮想データセンターのアプリケーションカテゴリの管理

アプリケーションカテゴリのポリシーを変更できます。カタログを作成するときに、次のいずれ

かのカテゴリをこのカタログのカテゴリとして選択できます。このカタログから仮想マシンを作

成すると、カタログのアプリケーションカテゴリのポリシーにより、仮想データセンターのポリ

シーが上書きされます。
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Cisco IntercloudFabricで使用されるポリシーは、システムポリシー、コンピューティングポリ
シー、およびネットワークポリシーだけです。Cisco IntercloudFabricではその他のポリシーは
すべて無視されます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor
Policies）] > [仮想データセンター（Virtual Data Centers）]を選択します。

ステップ 3 [All User Groups]ペインで、仮想データセンターを含む仮想データセンターグループを選択しま
す。

ステップ 4 [VDC]タブをクリックします。

ステップ 5 メインの表示ペインで、アプリケーションカテゴリを管理する仮想データセンターを選択しま

す。

ステップ 6 [Manage Categories]をクリックします。

ステップ 7 メインの表示ペインで、管理するアプリケーションカテゴリを選択します。

ステップ 8 [Edit]をクリックします。

ステップ 9 [Edit App Category]ダイアログボックスで、システムポリシー、コンピューティングポリシー、
ネットワークポリシー、またはストレージポリシーを必要に応じて変更するために該当するフィー

ルドをすべて編集します。コストモデルとスマート割り当てポリシーも変更できます。

ステップ 10 [Save]をクリックします。

プライベートクラウドへの仮想マシンの移行

仮想マシンをプライベートクラウドに移行するには、次の手順を使用します。

アプリケーションカテゴリポリシーは、仮想データセンターポリシーを上書きします。アプ

リケーションカテゴリの管理を参照してください。

（注）
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手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Intercloud] > [Compute]を選択します。

ステップ 3 クラウドの仮想データセンターを選択します。

ステップ 4 [VMs]タブをクリックします。

ステップ 5 リストから仮想マシンを選択し、[Migrate VM on Premise]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Migrate VM on Premise]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

仮想マシンの名前。[Target VM Name]フィールド

仮想マシンの移行先として、プライベートクラ

ウド内の仮想データセンターを選択します。

[Select VDC]ドロップダウンリスト

OSのバージョンを選択します。[Select OS Version]ドロップダウンリスト

必要な場合は、コメントを入力します。[Comments]フィールド

クラウドでソース仮想マシンを削除するには、

このチェックボックスをオンにします。

[Remove Source VM]チェックボックス

ステップ 7 [Proceed]をクリックします。

Intercloud 仮想データセンターの管理

Intercloud Fabric仮想データセンターの作成
Intercloud Fabric仮想データセンターを作成するには、次の手順を使用します。

はじめる前に

Intercloud Fabricのポリシーを作成しておきます。
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手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Intercloud] > [IcfCloud]を選択します。

ステップ 3 [IcfCloud]ウィンドウで、[IcfCloud]タブをクリックします。

ステップ 4 [IcfCloud]タブで、[Add vDC]ボタンをクリックします。
[Add vDC]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 [Add vDC]ウィザードを表示するもう 1つの方法として、[Policies] > [Virtual/Hypervisor Policies] >
[Virtual Data Centers] > [Add vDC]に移動する方法があります。

ステップ 6 [Add vDC]ウィンドウで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

プロバイダーのクラウドタイプを選択します。[Cloud Type]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [Submit]をクリックします。`

ステップ 8 [Add Intercloud vDC]ウィンドウで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

一般情報

仮想データセンターの名前。[vDC Name]フィールド

仮想データセンターの説明。[vDC Description]フィールド

既存のユーザグループを選択するか、または

[Add Group (+)]ボタンをクリックして、データ
センターのユーザグループを作成します。

[Groups]ドロップダウンリスト

仮想データセンターのプロバイダーアカウント

を選択します。

[Provider Account]ドロップダウンリスト

仮想データセンターの Intercloud Fabric Cloudを
選択します。

[Cloud Name]ドロップダウンリスト

承認者と連絡先

承認者のユーザ名。

このフィールドは、[Advanced]チェックボック
スをオンにした場合にだけ表示されます。

[Approver Username]フィールド

ポリシー
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説明名前

既存のシステムポリシーを選択するか、仮想

データセンターのシステムポリシーの作成を選

択します。

システムポリシーの作成については、Intercloud
Fabricシステムポリシーの作成, （34ページ）
を参照してください。

[System Policy]ドロップダウンリスト

既存のネットワークポリシーを選択するか、仮

想データセンターのネットワークポリシーの作

成を選択します。

ネットワークポリシーの作成については、

Intercloud Fabricネットワークポリシーの作成,
（30ページ）を参照してください。

[Network Policy]ドロップダウンリスト

詳細構成設定を表示するには、このチェック

ボックスをオンにします。

このフィールドは、[VMware]以外の
クラウドタイプを選択した場合にだ

け表示されます。

（注）

[Advanced]チェックボックス

仮想データセンターに対して許可するアクティ

ブな仮想マシンの数を定義するには、この

チェックボックスをオンにします。

このフィールドは、[VMware]以外の
クラウドタイプを選択し、かつ

[Advanced]チェックボックスをオン
にした場合にだけ表示されます。

（注）

[Allowed Active VMs for the vDC]チェックボッ
クス

仮想データセンターに対して許可するアクティ

ブな仮想マシンの数。

このフィールドは、[Allowed Active
VMs for the vDC]チェックボックスを
オンにした場合にだけ表示されます。

（注）

[Define the number of active VMs allowed for this
vDC]フィールド

詳細構成設定を表示するには、[Advanced]
チェックボックスをオンにします。

導入とサイズ変更のオプション
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説明名前

テンプレートの設定を上書きするには、この

チェックボックスをオンにします。

このフィールドは、[VMware]以外の
クラウドタイプを選択し、かつ

[Advanced]チェックボックスをオン
にした場合にだけ表示されます。

（注）

[Override Template]チェックボックス

テンプレートの CPUの数。

このフィールドは、[Override Template]チェッ
クボックスをオンにした場合にだけ表示されま

す。

[Define the number of CPUs]フィールド

テンプレートのメモリサイズ。

このフィールドは、[Override Template]チェッ
クボックスをオンにした場合にだけ表示されま

す。

[Define the size of the Memory]フィールド

仮想データセンターの仮想マシンのサイズ変更

を許可するには、このチェックボックスをオン

にします。

このフィールドは、[VMware]以外の
クラウドタイプを選択し、かつ

[Advanced]チェックボックスをオン
にした場合にだけ表示されます。

（注）

[Allow Resizing of VM]チェックボックス

仮想マシンの CPUの数。

このフィールドは、[Allow Resizing of VM]
チェックボックスをオンにした場合にだけ表示

されます。

[Define the number of CPUs]フィールド

仮想マシンのメモリサイズ。

このフィールドは、[Allow Resizing of VM]
チェックボックスをオンにした場合にだけ表示

されます。

[Define the size of the Memory]フィールド

ステップ 9 [Add]をクリックして、パブリック Intercloud Fabric仮想データセンターを追加します。

ステップ 10 タスクの状態を表示するには、[Intercloud] > [Compute]を選択します。

ステップ 11 クラウドを選択し、[vDC]タブをクリックします。
vDCレポートが表示されます。レポートの詳細については、『Cisco IntercloudFabricUserGuide』
を参照してください。
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Intercloud Fabric Cloudへの仮想マシンの移行
仮想マシンを Intercloud Fabric Cloudに移行するには、次の手順を使用します。

アプリケーションカテゴリポリシーは、仮想データセンターポリシーを上書きします。アプ

リケーションカテゴリの管理を参照してください。

（注）

はじめる前に

• Intercloud Fabricで仮想データセンターを作成しておきます。

•プライベートクラウドで仮想データセンターを作成しておきます。管理ユーザの場合これ
は任意です。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Intercloud] > [Compute]を選択します。

ステップ 3 仮想データセンターを選択します。

ステップ 4 [Migrate VM to Cloud VM]タブをクリックします。

ステップ 5 リストから仮想マシンを選択し、[Migrate VM to Cloud]ボタンをクリックします。

ステップ 6 ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

仮想マシンの名前。[Target VM Name]フィールド

仮想マシンの移行先として、プロバイダークラ

ウド内の仮想データセンターを選択します。

[Select VDC]ドロップダウンリスト

OSのバージョンを選択します。[Select OS Version]ドロップダウンリスト

必要な場合は、コメントを入力します。[Comments]フィールド

プライベートクラウドの仮想データセンターで

ソース仮想マシンを削除するには、このチェッ

クボックスをオンにします。

[Remove Source VM]チェックボックス

ステップ 7 [Proceed]をクリックします。
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第 5 章

カタログの管理

• この章の対象読者, 55 ページ

• カタログ管理について, 55 ページ

• テンプレートへのカタログの追加, 55 ページ

• カタログの表示, 57 ページ

• カタログの編集, 58 ページ

• カタログの削除, 60 ページ

• カタログの複製, 60 ページ

この章の対象読者
項で特に指定がない限り、この章の内容は管理者向けです。

カタログ管理について
事前定義されたカタログ項目を使用して仮想マシン（VM）のセルフプロビジョニングができま
す。カタログ項目はシステム管理者によって作成されます。これは、VMがバインドされたクラ
ウド名やグループ名などのパラメータを定義します。

テンプレートへのカタログの追加
テンプレートにカタログを追加するには、次の手順を使用します。

はじめる前に

• Intercloud Fabricにイメージをアップロードしておきます。
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•アップロードしたイメージに基づいてテンプレートを作成しておきます。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Policies] > [Catalogs]を選択します。

ステップ 3 [Catalogs for all User Groups]ウィンドウで [Catalog]タブを選択します。

ステップ 4 [Catalog]タブでテンプレートを選択し、[Add]ボタンをクリックします。

ステップ 5 [Catalog Add]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

カタログタイプを選択します（これは、

Intercloud Fabricにします）。
[Catalog Type]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`
[Create Catalog]ウィザードが表示されます。

ステップ 7 [Create Catalog]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

基本情報

カタログの名前。[Catalog Name]フィールド

カタログの説明。[Catalog Description]フィールド

カタログのアイコンを選択します。[Catalog Icon]ドロップダウンリスト

このカタログをすべてのユーザグループに対し

て表示するには、このチェックボックスをオン

にします。

[Applied to All Groups]チェックボックス

このカタログのユーザグループを選択する場合

にクリックします。

[Selected Groups]ボタン

[Intercloud Fabric Cloud]を選択します。[Cloud Name]ドロップダウンリスト

Intercloud Fabric Cloudに関連付けられているテ
ンプレートを選択します。

[Image]ドロップダウンリスト
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ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Application Details]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

仮想マシンのカテゴリを選択します。選択した

カテゴリにポリシーが定義されている場合、こ

のポリシーは、VDCで定義されているポリシー
を上書きします。

アプリケーションカテゴリの管理を参照してく

ださい。

[Category]ドロップダウンリスト

仮想マシンのオペレーティングシステムを選択

します。

[Specify OS]ドロップダウンリスト

ステップ 10 [Next]をクリックします。
[Summary]ウィンドウに、カタログの要約がリストされます。

ステップ 11 [Submit]をクリックしてカタログを作成します。

ステップ 12 タスクの状態を表示するには、[Catalog]タブでタスクのサービスリクエスト番号を探します。

ステップ 13 [Organizations] > [Service Requests]を選択します。

ステップ 14 [Service Requests]タブを選択します。サービスリクエスト番号を探すか、または検索フィールド
にサービスリクエスト番号を入力します。

ステップ 15 [View]をクリックします。サービスリクエストのワークフローステータス、ログ、入力情報など
の詳細情報が表示されます。

カタログの表示

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]の順に選択します。

ステップ 3 [Catalog]タブをクリックします。

ステップ 4 表示するカタログの名前を選択します。

ステップ 5 [View]をクリックします。
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カタログの編集

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]の順に選択します。

ステップ 3 [Catalog]タブをクリックします。

ステップ 4 編集するカタログ名を選択します。

ステップ 5 [Edit]をクリックします。

ステップ 6 [Modify Catalog]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[Basic Information]ペイン

カタログの名前。

カタログを作成した後では、名前は

変更できません。

（注）

[Catalog Name]フィールド

カタログの説明。[Catalog Description]フィールド

このカタログに関連付けるイメージのアイコン

をリストから選択します。このアイコンは、こ

のカタログを使用してサービスリクエストを作

成するときに表示されます。

[Catalog Icon]ドロップダウンリスト

すべてのグループがこのカタログを使用できる

ようにするには、このチェックボックスをオン

にします。他のグループが使用できないように

するには、このチェックボックスをオフにしま

す。

[Applied to All Groups]チェックボックス

[Select Item]ダイアログボックスに含まれてい
るグループのチェックボックスをオンにしま

す。オンにしたグループは、新しい仮想マシン

をプロビジョニングするときにこのカタログを

使用します。

このオプションは、[Applied to all
groups]チェックボックスをオフにす
ると表示されます。

（注）

[the selected groups]チェックボックスリスト

仮想マシンプロビジョニング用のイメージがあ

るクラウドを選択します。

[Cloud Name]ドロップダウンリスト
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説明名前

このカタログを使用して仮想マシンをプロビ

ジョニングするときに使用するイメージのタイ

プ（イメージを構成するWindowsファイル、
Linuxファイル、およびそのほかのファイルな
どの既存のテンプレート）を選択します。

[Image]ドロップダウンリスト

Windowsライセンスを選択します。

このオプションは、Windowsイメー
ジが選択されて場合にのみ表示され

ます。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[Windows License Pool]フィールド

単一データストアのすべてのディスクをプロビ

ジョニングするには、このチェックボックスを

オンにします。ストレージポリシーで各ディ

スクに対して設定されているデータストアを使

用することも選択できます。

複数ディスクストレージポリシーの作成の詳

細については、複数の仮想マシンディスクのス

トレージポリシーを参照してください。

このオプションは、選択されたテン

プレートに複数のディスクがある場

合に表示されます。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[Provision all disks in single datastore]チェックボッ
クス

このカタログの作成先となるフォルダを選択し

ます。

ドロップダウンリストには、デフォ

ルトで使用可能なフォルダの名前が

含まれます。使用可能なフォルダを

選択するか、または [+]アイコンをク
リックして新しいフォルダを作成し

ます。

（注）

[Select Folder]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [Application Details]ペインで、次のフィールドを編集します。
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説明名前

アプリケーションカテゴリを選択します。[Category]ドロップダウンリスト

仮想マシンのプロビジョニング時に、仮想マシ

ンにインストールされるオペレーティングシス

テムのタイプを選択します。

このオプションは、RHEVKVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[Specify OS]ドロップダウンリスト

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [Summary]ページでカタログ情報を確認します。

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。

カタログの削除

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]の順に選択します。

ステップ 3 [Catalog]タブをクリックします。

ステップ 4 削除するカタログ名を選択します。

ステップ 5 [削除（Delete）]をクリックします。

カタログの複製
複製機能を使用してカタログ項目を複製できます。複製するカタログ項目を選択すると、[Name]
と [Description]を除く既存のすべてのプロパティが新しいカタログにコピーされます。 [Name]と
[Description]を定義した後で、他のプロパティを変更できます。
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手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]の順に選択します。

ステップ 3 [Catalog]タブを選択します。

ステップ 4 複製するカタログの名前を選択します。

ステップ 5 [Clone]をクリックします。

ステップ 6 [Clone Catalog]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[Basic Information]ペイン

カタログの名前。複製するカタログとは異なる

名前にする必要があります。

カタログを作成した後では、名前は

変更できません。

（注）

[Catalog Name]フィールド

カタログの説明。[Catalog Description]フィールド

このカタログに関連付けるイメージのアイコン

をリストから選択します。このアイコンは、こ

のカタログを使用してサービスリクエストを作

成するときに表示されます。

[Catalog Icon]ドロップダウンリスト

すべてのグループがこのカタログを使用できる

ようにするには、このチェックボックスをオン

にします。他のグループが使用できないように

するには、このチェックボックスをオフにしま

す。

[Applied to All Groups]チェックボックス

[Select Item]ダイアログボックスに含まれてい
るグループのチェックボックスをオンにしま

す。オンにしたグループは、新しい仮想マシン

をプロビジョニングするときにこのカタログを

使用します。

このオプションは、[Applied to all
groups]チェックボックスをオフにす
ると表示されます。

（注）

[the selected groups]チェックボックスリスト

仮想マシンプロビジョニング用のイメージがあ

るクラウドを選択します。

[Cloud Name]ドロップダウンリスト
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説明名前

このカタログを使用して仮想マシンをプロビ

ジョニングするときに使用するイメージのタイ

プ（イメージを構成するWindowsファイル、
Linuxファイル、およびそのほかのファイルな
どの既存のテンプレート）を選択します。

[Image]ドロップダウンリスト

Windowsライセンスを選択します。

このオプションは、Windowsイメー
ジが選択されて場合にのみ表示され

ます。

このオプションは、RHEL KVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[Windows License Pool]フィールド

単一データストアのすべてのディスクをプロビ

ジョニングするには、このチェックボックスを

オンにします。ストレージポリシーで各ディ

スクに対して設定されているデータストアを使

用することも選択できます。

複数ディスクストレージポリシーの作成の詳

細については、複数の仮想マシンディスクのス

トレージポリシーを参照してください。

このオプションは、選択されたテン

プレートに複数のディスクがある場

合に表示されます。

このオプションは、RHEL KVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[Provision all disks in single datastore]チェックボッ
クス

このカタログの作成先となるフォルダを選択し

ます。

ドロップダウンリストには、デフォ

ルトで使用可能なフォルダの名前が

含まれます。使用可能なフォルダを

選択するか、または [+]アイコンをク
リックして新しいフォルダを作成し

ます。

（注）

[Select Folder]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [Applications Details（アプリケーションの詳細）]ペインで、次のフィールドを編集します。
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説明名前

アプリケーションカテゴリを選択します。[Category]ドロップダウンリスト

仮想マシンのプロビジョニング時に、仮想マシ

ンにインストールされるオペレーティングシス

テムのタイプを選択します。

このオプションは、RHEL KVMコネ
クタではサポートされません。

（注）

[Specify OS]ドロップダウンリスト

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [Summary]ページでカタログ情報を確認します。

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。
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第 6 章

サービスリクエストの管理

• この章の対象読者, 65 ページ

• サービスリクエストについて, 65 ページ

• サービスリクエストワークフローと詳細, 69 ページ

• その他のサービスリクエスト機能, 72 ページ

• サービスリクエストの承認プロセス, 73 ページ

この章の対象読者
項で特に指定がない限り、この章の内容は管理者およびエンドユーザ向けです。

サービスリクエストについて
セルフサービスプロビジョニング機能を使用してサービスリクエストを作成し、仮想マシン

（VM）、サービス、またはアプリケーションをプロビジョニングできます。サービスリクエス
トプロセスではVM作成用のプロビジョニングワークフローを作成しますが、これには次のアク
ションが含まれます。

•動的なリソース割り当て

•承認

•プロビジョニング

•ライフサイクルの設定および通知

VMをプロビジョニングするまたはオーケストレーションワークフローを実行するには、最初に
サービスリクエストを作成する必要があります。管理者または該当のユーザがサービスリクエ

ストを承認すると、VMがプロビジョニングされます。 VMはただちに承認することも、オリジ
ナルのリクエストから 90日以内に承認するようにスケジュールすることもできます。
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サービスリクエスト承認プロセスはオプションです。（注）

管理者はオーケストレーションワークフローをカタログとしてセルフサービスポータルに提供で

きます。サービスリクエストの承認プロセスは 1人または 2人のユーザによる承認が必要です。
このようなシナリオでは、VMをプロビジョニングするには管理者および IT管理者がリクエスト
を承認する必要があります。

サービス要求の作成

サービスリクエストを作成するには、次の手順を使用します。仮想マシンをプロビジョニングす

るには、まずサービスリクエストを作成する必要があります。管理者または該当のユーザがサー

ビスリクエストを承認すると、仮想マシンがプロビジョニングされます。仮想マシンはただちに

承認することも、オリジナルのリクエストから90日以内に承認するようにスケジュールすること
もできます。

はじめる前に

• Intercloud Fabricにイメージをアップロードしておきます。

• Intercloud Fabric Cloudで、アップロードしたイメージに基づいてテンプレートを作成してお
きます。

•テンプレートにカタログを追加しておきます。

手順

ステップ 1 Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Organizations] > [Service Requests]を選択します。

ステップ 3 [Service Request]タブをクリックします。

ステップ 4 [Create Request]をクリックします。

ステップ 5 [Create Request]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

カタログタイプを選択します（これは、

Intercloud Fabricにします）。
[Catalog Type]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`
[Create Service Request]ウィザードが表示されます。

ステップ 7 [Create Service Request]ウィザードの [Catalog Selection]で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

サービスリクエストのユーザグループを選択

します。

[Select Group]ドロップダウンリスト

サービスリクエストのカタログを選択します。[Catalog Selection]ドロップダウンリスト

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Deployment Configuration]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

仮想マシンがプロビジョニングされる VDC。[Select VDC]ドロップダウンリスト

VDCの説明。[Description]フィールド

ステップ 10 [Custom Specification]の次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vNICを選択するか、または必要に応じて鉛筆
アイコンをクリックして編集します。

[VM Networks]ペイン

ステップ 11 [Edit VM Networks Entry]の次のフィールドに情報を入力します。

説明名前

仮想マシンネットワークの NICエイリアス。[NIC Alias field]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、NICが
編集不可になります。

[Required]チェックボックス

ポートグループにエントリを追加するには、プ

ラスアイコンをクリックします。

[Port Groups]ペイン

ステップ 12 [Next]をクリックします。
[Summary]ウィンドウに、サービスリクエストの要約がリストされます。
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ステップ 13 [Submit]をクリックしてサービスリクエストを作成します。

ステップ 14 タスクの状態を表示するには、[Catalog]タブでタスクのサービスリクエスト番号を探します。

ステップ 15 [Organizations] > [Service Requests]を選択します。

ステップ 16 [Service Request]タブをクリックします。サービスリクエスト番号を探すか、または検索フィー
ルドにサービスリクエスト番号を入力します。

ステップ 17 [View]をクリックします。サービスリクエストのワークフローステータス、ログ、入力情報など
の詳細情報が表示されます。

サービスリクエストを使用した仮想マシンのプロビジョニング

Self-Service Portalを使用して、エンドユーザ専用の仮想マシンをプロビジョニングできます。
[Assign to user]チェックボックスをオンにした場合、仮想マシンをプロビジョニングするエンド
ユーザに所有権が割り当てられます。プロビジョニングの完了後、仮想マシンはそのエンドユー

ザに割り当てられます。 [Assign to user]チェックボックスをオフにした場合、仮想マシンは（IT）
グループに対してプロビジョニングされます。当該グループ内のユーザは、その仮想マシンを確

認できます。

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Services]タブをクリックします。

ステップ 3 [Create Request]をクリックします。

ステップ 4 [Create Request]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

カタログのタイプ。 [Intercloud Fabric]だけを選
択できます。これは、Cisco Intercloud Fabricを
カタログアイテムとして公開するために使用さ

れます。

[Catalog Type]ドロップダウンリスト

ステップ 5 [Submit]をクリックします。

ステップ 6 [Catalog Selection]ウィンドウで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

プロビジョニングする仮想マシンを選択しま

す。カタログとは、カタログ形式の仮想マシン

です。

[Catalog Selection]ドロップダウンリスト
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ステップ 7 [Next]をクリックします。

ステップ 8 [Deployment Configuration]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

仮想マシンをプロビジョニングする仮想データ

センターを選択します。

[Select VDC]ドロップダウンリスト

導入構成の説明。[Description]フィールド

ステップ 9 [Next]をクリックします。

ステップ 10 [Custom Specification]画面で NICを選択します。
選択した NICを編集するには鉛筆のボタンをクリックし、削除するには [X]ボタンをクリックし
ます。フィルタフィールドに値を入力して、NICのリストをフィルタリングできます。

必要に応じて、CPUコアとメモリ容量を変更できます。

ステップ 11 [Next]をクリックします。

ステップ 12 [Summary]ページでサービスリクエストを確認します。

ステップ 13 [Submit]をクリックします。`

サービスリクエストワークフローと詳細
サービスリクエストを作成した後で、ステータスとワークフローの確認、リクエストのキャンセ

ル、リクエストの再送信などを行うことができます。これらの操作は、サービスリクエストリ

ストの上部のツールバーボタンを使って制御できます。

サービスリクエストワークフロー

[Workflow Status]ボックスにはサービスリクエストおよびワークフローステップの詳細が表示さ
れます。サービスリクエストの一般的なワークフローには次のステップが含まれます。

1 開始：ユーザによるサービスリクエストの開始。

2 リソース割り当て：VMに必要なリソースの割り当て。

3 承認：VMがプロビジョニングされる前のユーザ承認プロセス。カタログの作成時に定義され
た承認者に電子メールが送信されます。このカタログは、必要に応じて VMのプロビジョニ
ング時に使用されるカタログです。

4 プロビジョニング：VMのプロビジョニングプロセス。

Cisco Intercloud Fabric ユーザガイドリリース 2.2.1    
69

サービスリクエストの管理

サービスリクエストワークフローと詳細



サービスリクエスト詳細

サービスリクエストの詳細には、サービスリクエストの概要、所有権、カタログ情報、および現

在のステータスの項目が含まれます。

説明項目

概要

サービスリクエスト ID番号。要求 ID

リクエストのタイプ。要求タイプ

ワークフローの名前。ワークフロー名

ワークフローのバージョンラベル。ワークフローのバージョンラベル

サービスリクエストの作成時点。リクエスト日時

サービスリクエストのステータス（[Complete]、
[Cancel]、[Failed]など）。

リクエストのステータス

任意のコメント。コメント

所有権

サービスリクエストを開始したユーザが属する

グループ。

グループ

サービスリクエストを開始したユーザ。送信ユーザ

各ワークフローステップのステータスを確認できます。警告メッセージやエラーメッセージ、

リクエストの時刻などの詳細も表示されます。ワークフローステップは、それぞれのステータス

を示すため色分けされています。

説明カラーコード

ステップは未完了です。グレー

ステップは正常に完了しました。グリーン

ステップは失敗しました。失敗の理由も示され

ます。

赤
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説明カラーコード

ステップの完了に追加入力が必要、または、ス

テップが進行中です。たとえば、サービスリ

クエストに対して承認者が定義されている場

合、リクエストが承認されるまではこのステッ

プは完了しません。

青

承認者は各自に割り当てられているサービスリクエストを [Accept]タブで確認できます。（注）

サービスリクエストのワークフローステータスの表示

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]の順に選択
します。

ステップ 3 左側のパネルから、ユーザグループを選択します。

デフォルトは [All User Groups]で、すべてのサービスリクエストが表示されます。

ステップ 4 [Service Requests]タブをクリックします。

ステップ 5 サービスリクエストを選択します。

ステップ 6 [Show Details]をクリックして、サービスリクエストの詳細とステータスを確認します。デフォ
ルトでは、[Workflow Status]タブがダイアログボックスに表示されます。

サービスリクエストのログ詳細の表示

この項の内容は管理者向けです。

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]の順に選択
します。

ステップ 3 左側のパネルから、ユーザグループを選択します。
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デフォルトは [All User Groups]で、すべてのサービスリクエストが表示されます。

ステップ 4 [Service Requests]タブをクリックします。

ステップ 5 サービスリクエストを選択します。

ステップ 6 [Show Details]をクリックします。

ステップ 7 [Log]タブをクリックします。

その他のサービスリクエスト機能

サービスリクエストのキャンセル

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]の順に選択
します。

ステップ 3 左側のパネルから、ユーザグループを選択します。

デフォルトは [All User Groups]で、すべてのサービスリクエストが表示されます。

ステップ 4 [Service Requests]タブをクリックします。

ステップ 5 キャンセルするサービスリクエストのエントリを選択します。

ステップ 6 [Cancel Request]をクリックします。

ステップ 7 [Submit]をクリックして、サービスリクエストをキャンセルします。

特定グループのサービスリクエストの表示

この項の内容は管理者向けです。

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]の順に選択
します。

ステップ 3 左側のパネルから、ユーザグループを選択します。

デフォルトは [All User Groups]で、すべてのサービスリクエストが表示されます。
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ステップ 4 [Service Requests]タブをクリックします。
選択したグループのサービスリクエストのリストがテーブルに表示されます。

ステップ 5 （任意） 詳細については、サービスリクエストを選択して [View Details]をクリックします。
表示されるウィンドウに、選択したサービスリクエストの詳細情報が示されます。タブを選択し

てさまざまな情報を確認できます。

グループのサービスリクエスト履歴のエクスポート

この項の内容は管理者向けです。

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]の順に選択
します。

ステップ 3 左側のパネルからグループ名を選択します。

ステップ 4 [Service Requests]タブをクリックします。

ステップ 5 ツールバーの右側で、[Export Report]アイコンをクリックします。

ステップ 6 [Export Report]ダイアログボックスで、レポート形式を選択します。
レポートの形式は、PDF、CSV、XLSです。

ステップ 7 [Generate Report]をクリックします。

サービスリクエストの承認プロセス
仮想マシンをプロビジョニングする前に、VDC内で定義された指定の承認者によりサービスリク
エストが承認される必要があります。 1つのグループに対して 2人の承認者を定義できます。

•作成されたサービスリクエストワークフローには、承認者の名前を示す仮想マシン承認を
必要とするステップがあります。

•サービスリクエスト通知電子メールが承認者に送信されます。承認者は [Approvals]タブで
すべてのリクエストを確認できます。

•承認されると、仮想マシンのプロビジョニングが開始されます。
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承認者の定義の詳細については、仮想データセンターの管理, （37ページ）を参照してくだ
さい。

（注）

サービスリクエストの承認

手順

ステップ 1 メニューバーで、[組織（Organizations）] > [承認記録（My Approvals）]の順に選択します。

ステップ 2 [My Approvals]タブを選択します。

ステップ 3 承認するサービスリクエストのエントリを選択します。

ステップ 4 （任意） 詳細を確認するため、[Show Details]をクリックします。
ワークフローと入力/出力情報を確認できます。確認し終わったら、[Close]をクリックします。

ステップ 5 [承認]をクリックします。

ステップ 6 必要に応じて、[Service Requests]ダイアログボックスでコメントを追加します。

ステップ 7 [承認]をクリックします。

サービスリクエストの拒否

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[Organization] > [My Approvals]の順に選択します。

ステップ 3 拒否するサービスリクエストエントリを選択します。

ステップ 4 [Show Details]をクリックして、詳細を確認します。

ステップ 5 [Reject]をクリックします。

ステップ 6 （任意）[Service Request]ダイアログボックスでコメントを追加します。

ステップ 7 [Reject]をクリックします。
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サービスリクエスト承認の履歴の表示

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[Organization] > [My Approvals]の順に選択します。

ステップ 3 [My Approvals]タブを選択します。
承認済みのすべての承認と承認保留中の承認が表示されます。

サービスリクエストの承認履歴の検索

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[組織（Organizations）] > [承認記録（My Approvals）]の順に選択します。

ステップ 3 [My Approvals]タブを選択します。
承認済みのすべての承認と承認保留中の承認が表示されます。

ステップ 4 [Search]フィールドに、検索語を入力します。
検索条件に一致するサービスリクエストが表示されます。

サービスリクエスト承認の履歴のエクスポート

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[組織（Organizations）] > [承認記録（My Approvals）]の順に選択します。

ステップ 3 [My Approvals]タブを選択します。

ステップ 4 リストからグループ名を選択します。

ステップ 5 ツールバーの右側で、[Export Report]アイコンをクリックします。

ステップ 6 [Export Report]ダイアログボックスで、レポート形式を選択します。
レポートの形式は、PDF、CSV、XLSです。
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ステップ 7 [Generate Report]をクリックします。
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第 7 章

システムのモニタリングとレポート作成

• この章の対象読者, 77 ページ

• ダッシュボード, 77 ページ

• レポート, 78 ページ

この章の対象読者
項で特に指定がない限り、この章の内容は管理者およびエンドユーザ向けです。

ダッシュボード
ダッシュボードは、ログインしたときに表示される最初のウィンドウです。アプリケーションの

すべてのレポートウィジェットをダッシュボードに追加できます。ダッシュボード（トップレ

ベルのメニュー）で、重要なまたはお気に入りのレポートウィジェットの追加を有効にできま

す。

ダッシュボードの有効化

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 ウィンドウの右上で、[System Admin]をクリックします。

ステップ 3 [Dashboard]タブをクリックします。

ステップ 4 [Enable Dashboard]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [適用（Apply）]をクリックします。

レポートウィジェットの追加

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[Intercloud] > [Compute]を選択します。

ステップ 3 左側のパネルから、クラウドの名前を選択します。

ステップ 4 表示するレポートタイプのタブをクリックします。

ステップ 5 レポートウィジェットの右上で下矢印をクリックします。

ステップ 6 [Add to Dashboard]を選択します。

ウィジェットデータの更新

ウィジェットデータは自動または手動で更新できます。自動更新の場合、自動更新の間隔を 5分
から最大 60分までの間でカスタマイズできます。

時間を設定するには、ダッシュボードの [Automatic Refresh]ボタンを [On]に設定する必要があり
ます。

レポート
Cisco IntercloudFabricでは、多岐にわたるレポートが表示され、仮想インフラストラクチャとシス
テムリソースをモニタできます。これらのレポートは、システムの詳細を理解するのに役立ち、

システムの実行状況に関する情報を提供します。
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以下にレポートのタイプを示します。

•システム情報の表形式のレポート。概要、ホストノード、新規仮想マシン、削除された仮想
マシンなどが表示されます。

•棒グラフおよび円グラフによる比較。アクティブな仮想マシンと非アクティブな仮想マシ
ン、プロビジョニングされた CPUとキャパシティなどの比較が表示されます。

•システムリソースに関するトレンドグラフ。CPUのトレンド、メモリのトレンド、仮想マ
シンの追加および削除などが含まれます。

•その他のレポートには、グループ、VDC、ホストノード、および仮想マシンレベルの上位
5つを示すレポートがあります。上位 5つを示すレポートは、仮想マシンの数が最も多いグ
ループ、CPU使用率が最大のグループ、仮想マシンの数が最も多い VDC、CPU使用率が最
大のホストノードなどです。

•マップレポートは、ヒートマップまたは色分けされたマップの形式でシステムリソース情
報を表示します。

レポートへのアクセス

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[Intercloud] > [Compute]を選択します。

ステップ 3 左側のパネルから、クラウドの名前を選択します。

ステップ 4 アクセスするレポートタイプのタブを選択します。

エンドユーザレポートの表示

エンドユーザレポートを使用して多岐にわたるレポートにアクセスし、仮想マシンのライフサイ

クルアクションの管理に役立てることができます。サマリーページには、選択された仮想マシ

ンとそのアクションに関する詳細情報が表示されます。

説明レポートセクション

[Overview]

仮想マシンの ID番号。[VM ID]
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説明レポートセクション

仮想マシンがプロビジョニングされるクラウド

（基本的に 1つの vCenterインストール）。
[Cloud Name]

仮想マシンインスタンスの名前。[Instance Name]

仮想マシンの状態。[Status]

仮想マシンの IPアドレス。[IP Address]

仮想マシンが存在するホストの名前。[hostname]

仮想マシンのブート時刻。[Boot Time]

[Ownership]

仮想マシンが属するグループ。[Groups]

仮想マシンに対して定義されている可能性のあ

る任意のラベル。

[Label]

仮想マシンのプロビジョニング時刻。[Provisioned Time]

仮想マシンの予定終了時刻。この時刻は、終了

時刻が仮想マシンに定義されている場合に表示

されます。

[Scheduled Termination Time]

[Resource]

仮想マシンに割り当てられた仮想 CPUの数。[Number of Virtual CPUs]

仮想マシンに割り当てられたメモリ。[Memory(MB)]

[Storage]

仮想マシンに割り当てられたストレージ。[Total Provisioned (GB)]

[Network]

仮想ネットワークインターフェイスカードの

数。

[No. of vNICs]

仮想ネットワークインターフェイスカードの

Macアドレス。
[vNIC MAC Address]

[Guest Information]
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説明レポートセクション

仮想マシン上で実行されているゲスト OS。[Guest OS]

仮想リソースの詳細の表示

すべてのグループまたは特定のグループのサービスリクエストのレポートを表形式でエクスポー

トできます。

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 [Virtual Resources]をクリックします。
デフォルトでは、[Summary]タブが選択されます。この場合、さまざまな仮想リソース情報を示
す複数のウィジェットが表示されます。

ステップ 3 タブの 1つをクリックすると、選択されている仮想リソースタイプの追加の詳細情報が表形式で
表示されます。

仮想データセンターの詳細情報の表示

サービスリクエストを使用してプロビジョニングされた仮想マシンを仮想データセンター（vDC）
と関連付けることができます。サービスリクエストの作成時に、仮想マシンをプロビジョニング

する仮想データセンターを選択できます。仮想マシンのプロビジョニング時には、グループに利

用可能な仮想データセンターのリストを表示し、必要な仮想データセンターを選択できます。仮

想データセンターの名前、仮想マシンの数（アクティブおよび合計）などの詳細情報が表示され

ます。

手順

メニューバーで、[Virtual Resources]をクリックして、[vDC]タブを選択します。仮想データセン
ターの詳細情報が表示されます。

説明名前

[License Status]画面に現在のライセンス情報が
表示されます。

[License Status]タブ
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説明名前

[Summary]画面には、CPU、メモリ、ディスク
の使用量を記載した概要およびトレンドグラフ

など、仮想データセンターの詳細情報が表示さ

れます。

[Summary]タブ

仮想データセンターページには、現在アクティ

ブな仮想データセンターのリストが表示されま

す。

[vDC]タブ

[Tiered Applications]画面には、現在使用できる
階層化アプリケーションがすべてリスト表示さ

れます。

[Tiered Applications]タブ

仮想マシン画面には、選択した仮想データセン

ターに属するすべての仮想マシンが表示されま

す。

[VM]タブ

[VMActionRequests]画面には、使用可能なすべ
てのアクション IDと関連情報が表示されます。

[VM Action Requests]タブ

[Port Group]画面には使用可能なポートグルー
プとホストノード、vSwitch名、ポートグルー
プ名、ポートグループタイプ、および VLAN
IDなどの、関連情報が表示されます。

[Port Group]タブ

[DV Port Groups]画面には使用可能なポートグ
ループとホストノード、vSwitch名、ポートグ
ループ名、ポートグループタイプ、VLANID、
およびプロミスキャスモードなどの、関連情報

が表示されます。

[DV Port Groups]タブ

[Resource Pool]画面には使用可能なクラウドお
よび関連する設定情報がリスト表示されます。

[Resource Pool]タブ

[Desktop]画面には、関連するインスタンスとカ
タログ名および割り当てステータスが一覧表示

されます。

[Desktop]タブ

[More Reports]画面には、さまざまな傾向が異
なる（時間）期間ごとに一覧表示されます。

[More Reports]タブ
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管理者レポート

この項の内容は管理者向けです。

次の表で、管理者が表示できるレポートについて説明します。

表 1：管理者レポート

説明レポートタイプ

Intercloud

インフラストラクチャ情報をモ

ニタできます。

インフラストラクチャ

Cisco Intercloud Fabricクラウド
情報をモニタできます。

IcfCloud

システムリソースの使用状況

をモニタできます。

コンピューティング

ネットワークトラフィックを

モニタできます。

ネットワーク

Organizations

サービスリクエストをモニタ

できます。

Service Requests

承認をモニタできます。My Approvals

ポリシー

カタログをモニタできます。カタログ

仮想およびハイパーバイザポ

リシーをモニタできます。

Virtual/Hypervisor Policies

Cisco Intercloud Fabricインフラ
ストラクチャポリシーをモニ

タできます。

Intercloud Infrastructure Policies

オーケストレーションをモニタ

できます。

オーケストレーション

管理機能
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説明レポートタイプ

ライセンスをモニタできます。ライセンス

システム情報をモニタできま

す。

システム

ユーザとグループをモニタでき

ます。

ユーザとグループ

仮想アカウントをモニタできま

す。

仮想アカウント

管理対象要素をモニタできま

す。

Managed Elements

ユーザインターフェイスの設

定をモニタできます。

User Interface Settings

サポート情報をモニタできま

す。

サポート情報

エンドユーザレポート

この項の内容はエンドユーザ向けです。

次の表で、エンドユーザが表示できるレポートについて説明します。

表 2：エンドユーザレポート

説明レポートタイプ

カタログをモニタできます。カタログ

サービスリクエストをモニタできます。サービス

承認をモニタできます。承認
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説明レポートタイプ

仮想リソースをモニタできます。仮想リソースには次のリソー

スが含まれます。

• vNIC

• VM統計情報

•仮想データセンター

•仮想マシン

•リソースプール

仮想リソース
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第 8 章

ライフサイクルの管理

• この章の対象読者, 87 ページ

• 仮想マシンの電源設定の管理, 87 ページ

この章の対象読者
項で特に指定がない限り、この章の内容は管理者向けです。

仮想マシンの電源設定の管理

はじめる前に

このタスクを完了するには、アプライアンスにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Intercloud Fabricにログインします。

ステップ 2 メニューバーで、[Intercloud] > [Compute]を選択します。

ステップ 3 クラウドの名前を選択します。

ステップ 4 [VM]タブをクリックします。

ステップ 5 [VM]ペインで仮想マシンを選択します。

ステップ 6 仮想マシンで実行するタスクのボタンをクリックします。

ステップ 7 [VM Task]ダイアログボックスで、各フィールドに値を入力します。

ステップ 8 [Proceed]をクリックします。
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第 9 章

その他の情報

• Cisco Intercloud Fabricの関連資料, 89 ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, 90 ページ

• マニュアルに関するフィードバック, 91 ページ

Cisco Intercloud Fabricの関連資料
ここでは、Cisco Intercloud Fabricに付属のマニュアルと次の URLから入手可能なマニュアルを列
挙します。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/intercloud-fabric/
tsd-products-support-series-home.html

一般情報

『Cisco Intercloud Fabric Release Notes』

インストール & アップグレード

『Cisco Intercloud Fabric Getting Started Guide』

ユーザガイド

『Cisco Intercloud Fabric User Guide』

コンフィギュレーションガイド

『Cisco Intercloud Fabric Configuration Guide』

『Cisco Intercloud Fabric Firewall Configuration Guide』

『Cisco vPath and vServices Reference Guide for Intercloud Fabric』
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プログラミング

『Cisco Intercloud Fabric Director REST API Guide』

トラブルシューティング & アラート

『Cisco Intercloud Fabric Troubleshooting Guide』

Cisco Intercloud Fabric Provider Platform

Cisco Intercloud Fabric Provider Platformで使用する次のマニュアルは、以下のURLから入手可能で
す。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/intercloud-fabric/
tsd-products-support-series-home.html

『Cisco Intercloud Fabric Provider Platform Release Notes』

『Cisco Intercloud Fabric Provider Platform Installation Guide』

『Cisco Intercloud Fabric Provider Platform Administrator Guide』

『Cisco Intercloud Fabric Provider Platform Troubleshooting Guide』

Cisco Nexus 1000V のマニュアル

Cisco Nexus 1000V for VMware vSphere

Cisco Nexus 1000V for KVM

Cisco Nexus 1000V for Microsoft Hyper-V

Cisco Virtual Security Gateway に関するマニュアル

Cisco Virtual Security Gateway

『Cisco Prime Network Services Controller Documentation』

Cisco Prime Network Services Controller

Cisco Cloud Services Router のマニュアル

Cisco Cloud Services Router 1000V

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
については、『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。このドキュメン
トは、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.htmlから入手できます。

『What's New in Cisco Product Documentation』では、シスコの新規および改訂版の技術マニュアル
の一覧を、RSSフィードとして購読できます。また、リーダーアプリケーションを使用して、コ
ンテンツをデスクトップに配信することもできます。 RSSフィードは無料のサービスです。
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-1000v-kvm/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-1000v-switch-microsoft-hyper-v/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/virtual-security-gateway/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-network-services-controller/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/cloud-services-router-1000v-series/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html


マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。

ご協力をよろしくお願いいたします。
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